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おはなし講座③を開催します♪ ☆春の本集めました☆

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
今年の桜の開花はいつかな～？
どこに花見に行こうかな♪

ごぼう

耳より情報

泗水図書館
　彼が通る不思議なコースを私も
　アーサーの言の葉食堂　
　危機と日本人
　りぼんにお願い
　バナッハータルスキの密室
　論戦 2013　櫻井よしこの日本再興
　よかたい先生　
　紙のむすめ
中央公民館図書室
　歩くだけで若返る！プールウォーク超入門
　幸せになる人の心がけ・心がまえ
　聖なる怠け者の冒険
　ミラクルボーイズ　
　神々と目覚めの物語
　たまごサーカス
七城公民館図書室
　その鏡は嘘をつく
　ポジティブの教科書
　ぼくはうんてんし
　そとであそびますよ
旭志公民館図書室
　とっぴんぱらりの風太郎
　パソコンで困ったときに開く本 2014
　ぼく、仮面ライダーになる！ガイム編
　アリのおでかけ
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テーマ　「暮らしの中で、図書館を楽しむ」
講　師　福

ふ く よ し

吉里
り か こ

加子（NPO法人本と人とのネット泗水・代
表）泗水図書館館長が、身近な図書館の歴史や楽しみ方を
紹介します。
定　員　40人
　申し込み・お問い合わせは泗水図書館へ。

と　き　３月22日㈯　午後１時30分～３時
ところ　泗水図書館

　泗水図書館・公民館図書室（中央・七城・旭志）では、
春にちなんだ本を集めました。
　新生活に向けて使える、実用書から春らしいカラフルな
絵本まで、ぜひご覧ください♪

☆４月23日㈬～５月12日㈪は、春の読書週間です☆

子ども読書フェスティバル
と　き　４月１日㈫～6日㈰
ところ　泗水図書館

2014

◆旅する絵本出発式
と　き　４月１日㈫　午後１時～
　菊池の昔話「ぼんさらや」が旅に出ます。
◆世界の絵本展
と　き　４月１日㈫～27日㈰
　いろんな国の絵本を集めて展示しています。
◆日本の昔話展
と　き　４月１日㈫～27日㈰
　全国の昔話を調べてみよう！
　チェックシートがあるよ！
◆リサイクル図書の無料配布
と　き　４月５日㈯　午前10時～
　図書館で利用しなくなった本を無料配布します。
※無くなり次第終了致します。

◆おはなし会
午前 11 時～ 11 時 30 分

◆おたのしみ会
午後２時～３時

１日㈫ おばあちゃんのおはなし会 おもしろお面をつくろう！
２日㈬ おじいちゃんのおはなし会 コスチュームで変身しよう！
３日㈭ おかあさんのおはなし会 おりがみで遊ぼう！
４日㈮ おとうさんのおはなし会 育てるコンテナやさいを植えよう！
５日㈯ グローバルなおはなし会 世界の人とつながろう！
６日㈰ ぬいぐるみとおはなし会 コスチュームで変身しよう！
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